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ガ
ミ
ズ
島

・
フ
キ
ク
サ

四
月
月
例
山
行
報
告

園

田

暉

明

四
月

一
人
日

（
日
）
仕
事
の
都
合
で
、
中
断
し
て
い
た
支
部
山
行
に

一
年
ぶ
り
に
参
加
。

安
部
さ
ん
の
車
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
、
サ
ニ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
。

五
時
、
中
野
さ
ん
、
安
部
さ
ん
の
車

（西
、
牧
野
、
長
野
、
園
田
が

同
乗
）
で
出
発
。
午
後
か
ら
雨
の
確
率
が
高
い
と
の
天
気
予
報
が
、
少

し
心
配
。

国
道
二

一
〇
号
を
湯
布
院
町
湯
平

へ
。
湯
ノ
平
大
橋
で
別
府
市
か
ら

の
飯
田
さ
ん
、
遠
江
さ
ん
と
合
流
。
湯
ノ
平
温
泉
を
過
ぎ
、
広
域
農
道

２
扇
山
団
地
入
り
口
で
児
玉
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
が
合
流
。
本
日
の
参
加

者
全
員
が
そ
ろ
う
。

こ
こ
で
右
折
し
林
道

へ
と
続
く
小
道
に
入
る
。
谷
川
に
沿
う
林
道
周

辺
の
本
々
は
、
芽
吹
き
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
大
分
市
で
は
楠
の

葉
が
萌
葱
色
か
ら
緑

へ
変
わ

っ
て
い
る
の
に
と
、
山
の
季
節
の
遅
れ
を

改
め
て
感
じ
る
。

林
道
は
進
む
ほ
ど
に
小
石
の
多
い
悪
路
と
な
る
。
六
時
四
〇
分
、
林

道
が
尾
根
を
横
切
る
峠

（登
山
口
）
に
到
着
。

地
図
で
確
認
す
る
と
本
日
の
目
的
地
、
ナ
ガ
ミ
ズ
、
フ
キ
ク
サ
の
ほ

ぼ
中
間
点
の
尾
根
の
鞍
部
に
あ
た
り
、
標
高

一
一
九
四

ｍ
の
標
高
点
の

す
ぐ
下
で
あ
つ
た
。

ま
ず
ナ
ガ
ミ
ズ
に
向
か
う
。

檜
が
伐
採
さ
れ
て
、
は
げ
山
と
な

つ
た
広
い
尾
根
を
水
平
に
進
み
、
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、
少
し
下
が
つ
て
す
ぐ
に
、
薮
こ
ぎ

と
な
る
。
こ
こ
を
右
に
小
さ
く
巻
い

て
直
ぐ
に
又
、
尾
根
に
戻
り
、
所
々

に
ス
ミ
レ
の
花
の
あ
る
自
然
林
を
進

む
と
、
す
ぐ
に
頂
上
で
あ
る
。
七
時

三
〇
分
。

山
頂
は
な
だ
ら
か
な
台
地
で
、
カ

ヤ
と
キ
イ
チ
ゴ
で
被
わ
れ
そ
の
中
に

三
角
点
が
あ
る
。
周
辺
の
樹
木
に
遮

ら
れ
眺
め
は
良
く
な
い
が
、
市
東
方

向
に
黒
岳
、
平
治
岳
見
え
る
。
西
さ

ん
の
音
頭
で
恒
例
の
万
歳
。

同
じ
ル
ー
ト
を
引
き
返
し
て
登
山

口
の
鞍
部

へ
。
人
時
二
五
分
、
フ
キ

ク
サ
山
を
目
指
し
て
緩
い
勾
配
の
広

い
尾
根
を
進
む
。
所
々
に
ヤ
ブ
レ
ガ

サ
、
ホ
ウ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
等
の
山
草
は

芽
を
出
し
て
い
る
が
、
本
々
の
芽
吹

き
は
ま
だ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
冬

の

一
部
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
。

ふ
と
、
藤
村
の
千
曲
川
旅
情
の
歌

の

一
節

あ
た
た
か
き
光
は
あ
れ
ど

野
に
満

つ
る
香
り
も
知
ら
ず

浅
く
の
み
春
は
霞
み
て

。
・
・

が
思
い
出
さ
れ
た
。

し
ば
ら
く
進
む
と
、
稜
線
に
出
て

そ
こ
を
右

へ
折
れ
て
、
檜
林
の
中
を

進
む
。
放
牧
の
牛
が
逃
げ
る
の
を
防

ぐ
た
め
で
あ

つ
た
の
だ
ろ
う
か
、
尾

根
に
は

一
．
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
土

が
盛
ら
れ
、
そ
れ
が
万
里
の
長
城
の

よ
う
に
続
い
て
い
る
。

尾
根
に
わ
ず
か
に
あ
る
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
の
株
の
箇
所
を
過
ぎ
る
ど
す

ぐ
に
、
尾
根
は
水
平
と
な
り
三
角
点

の
あ
る
山
頂
に
到
着
。
九
時

一
三
分
。

眺
め
は
、
南
方
は
高
い
檜
に
遮
ら

れ
て
全
く
利
か
な
い
が
、
北
方
は
灌

木
で
、
崩
平
山
が
見
え
る
。
三
角
点

を
囲
み
再
び
万
歳
。

（
フ
キ
ク
サ
山
頂
に
て
）

こ
こ
で
早
い
昼
食
。
そ
し
て
、
同

じ
ル
ー
ト
で
登
山
口
の
鞍
部

へ
。

途
中
、
西
さ
ん
が
切
り
株
を
利
用

し
て
、
年
輪
か
ら
の
方
位
確
認
の
実

技
講
習
。

一
〇
時
二
〇
分
登
山
口
着
。
時
間

が
早
い
の
で
、
近
く
の
合
鴫
山
に
登

る
こ
と
に
な
る
。
　
　
一

林
道
を
引
き
返
し
、
途
中
の
分
岐

点
か
ら
左
折
し
、
所
用
の
あ
る
と
い

う
児
玉
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
を
除
い
た

人
人
で
合
鳴
山

へ
向
か
う
。
し
ば
ら

く
行
く
と
、
鉄
製
の
施
錠
さ
れ
た
ゲ

ー
ト
が
あ
り
、
や
む
な
く
歩
く
こ
と

に
な
る
。　
一
一
時
五
分
。
こ
ち
ら
の

林
道
は
路
面
が
整
備
さ
れ
て
小
石
等

な
く
歩
き
や
す
い
。

ジ

心
配
し
て
い
た
天
候
も
回
復
。
心

地
よ
い
日
光
の
中
、
道
ば
た
に
咲
い

て
い
る
ス
ミ
レ
、
キ
ケ
マ
ン
等
の
野

草
、
タ
ラ

・
コ
シ
ア
プ
ラ
の
芽
等
山

菜
に
、
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
高

度
を
上
げ
る
。

山
の
ベ
テ
ラ
ン
飯
田
さ
ん
も
永
午

こ
の
出
に
は
登
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
、
地
図
と
地
形
を
見
比
べ
な
が

ら
登
山
口
を
探
す
。

一
一
時
五
五
分
、
そ
れ
ら
し
い
地

点
か
ら
急
斜
面
に
と
り
つ
き
尾
根
に

上
が
る
。
道
の
な
い
、
ジ
ヤ
ン
グ
ル

を
思
わ
せ
る
大
木
の
中
を
進
む
と
す

ぐ
に
、
九
電
の
高
圧
送
電
線
用
鉄
塔

の
下
に
で
る
。
こ
こ
で
小
休
止
中
、

天
候
が
急
変
、
小
粒
の
雨
が
落
ち
て

き
た
た
め
、
あ
わ
て
て
出
発
。

雨
は
す
ぐ
に
止
む
。
鉄
塔
か
ら
は

送
電
線
の
巡
視
路
を
登
る
こ
と
に
な

る
。
ブ
ナ
の
大
木
の
原
生
林
が
現
れ
、

み
ん
な
が
異
口
同
音
に
喜
び
の
声
を

上
げ
る
。
、

わ
ず
か
の
野
草
、
落
ち
葉
、

・適
度

な
光
線
、
芽
だ
し
前
の
裸
の
大
木
等

の
光
景
が
醸
し
だ
す
の
か
、
幸
福
感

い
つ
ぱ
い
で
あ
る
。
く
じ
ゅ
う
山
系

で
は
、
黒
岳
、
坊
が
つ
る
に
通
じ
る

暮
れ
雨
ル
ー
ト
等
で
ブ
ナ
の
原
生
林

が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
、
良
さ

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
、

そ
れ
以
上
の
感
動
を
覚
え
た

一
時
で

あ
つ
た
。
と
同
時
に
ブ
ナ
の
大
木
に

向
か
っ
て
、
人
間
の
エ
ゴ
の
犠
牲
に

な
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
こ
こ

で
、
生
き
な
が
ら
え
て
く
れ
と
語
り

か
け
て
い
た
。

し
ば
ら
く
行
く
と
巡
視
路
と
別
れ

て
原
生
林
か
ら
杉
林
に
入
り
、
急
な

斜
面
を
登
る
と
や
が
て
勾
配
も
緩
や

か
と
な
り
稜
線
に
出
る
。

一
面
の
灌
本
の
隙
間
を
し
ば
ら
く

進
む
と
、　
〓

一時
五
五
分
頂
上
に
着

（合
鳴
山
頂
に
て
）

こ
こ
は
樹
木
が
低
い
こ
と
か
ら
三

六
〇
度
の
展
望
が
利
く
。
三
俣
、
涌

蓋
、
崩
平
等
が
見
え
る
。

こ
こ
で
も
三
角
点
を
囲
ん
で
万
歳
。

こ
こ
の
三
角
点
は
周
囲
を
四
つ
の
石

で
囲
わ
れ
て
い
る
。
西
さ
ん
に
よ
る

・と
、
こ
れ
が
三
角
点
設
置
時
の
元
の

姿
で
あ
る
と
の
こ
と
。

同
じ
ル
ー
ト
で
登
山
ロ
ヘ
。
鉄
塔

の
箇
所

へ
は
、
林
道
か
ら
作
業
用
の

ル
ー
ト
が
伸
び
て
お
り
、
こ
れ
を
利

用
し
て
林
道

へ
出
る
。　
〓
二
時
二
五

じ

分
。林

道
を
駐
車
地
点
ま
で
引
き
返
す

途
中
、
遂
に
小
雨
が
落
ち
始
め
、
道

を
急
ぐ
。
合
羽
を
着
ろ
う
か
と
迷

っ

て
い
る
内
に

一
四
時

一
五
分
ゲ
ー
ト

に
到
着
。
今
ま
で
待

っ
て
く
れ
た
空

に
感
謝
。

合
鳴
山
で
の
ブ
ナ
と
の
遭
遇
が
強

く
心
に
残
っ
た
山
行
で
あ

っ
た
。

参
加
者
…
安
部
、
飯
日
、

藤

（正
）
、
園
田
、
遠
江
、

長
野
、
西

（孝
）
、
牧
野

嘉（五
月
月
例
山
行
報
告
）

中

野

　

稔

五
時
サ

ニ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
出
発
。

二
月
晴
れ
と
思
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
で
二
月
の
デ
ー
タ
を
調
べ
る
と
、

快
晴
は
七
日
、
晴
れ
は
五
日
、
曇
り

は
九
日
、
雨
は

一
〇
日
で
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
自

宅
に
て
国
立
図
書
館
並
の
情
報
が
得

ら
れ
る
。
三
〇
年
前
な
ら
考
え
ら
れ

な
い
事
で
す
。

後
藤
号
と
安
部
号
に
て
日
田
の
イ

ン
タ
ー
出
日
の
ロ
ー
ソ
ン
に
六
時
過

ぎ
に
到
着
。
順
次
飯
田
号
と
佐
藤
号

ラ1山

メい

凛|ら

1

児
中 玉
野

｀
｀
佐

′′`ヽ
|
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が
集
合
。
国
道
二

一
二
号
を
中
津

ヘ

向
か
つ
て
、
約
五
．
五
キ
ロ
で
右
折

し
て
、
県
道

一
〇
七
号
を
約
五
．
五

キ
ロ
北
北
西

へ
走
る
。
小
野
殿
町
辺

り
で
右
折
し
て
、
釜
ガ
瀬
渓
谷
沿
い

に
の
ぼ
り
、
ガ
ラ
メ
キ
峠
を
目
指
す
。

ガ
ラ
メ
キ
峠
に
佐
藤
号
を
残
し
、
三

台
で
上
塚
山
の
東
の
谷
を
目
指
し
て

行
く
と
、
県
道
よ
り
も
立
派
な
舗
装

道
路
が
出
来
て
い
た
。

上
塚
山
の
登
り
日
の
、
林
道
脇
に

車
を
止
め
た
所
に
は
ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ

が
静
か
に
咲
い
て
い
た
。
標
高
八
〇

〇
メ
ー
ト
ル
辺
り
か
ら
、
テ
ー
プ
を

頼
り
に
谷
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。

九
州
の
山
々
は
人
割
以
上
が
植
林

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え

る
ぐ
ら
い
、
自
然
林
が
少
な
い
。
林

道
が
無
い
山
は
無
い
と
信
じ
て
い
る
。

そ
の
お
陰
で
分
水
嶺
登
山
は
楽
を
さ

せ
て
貰
え
る
か
ら
、
先
ず
は
感
謝
。

一
三
分
水
嶺
上
の
鞍
部
に
つ
き
、

そ
こ
か
ら
北

へ
急
登
と
な
る
。
七
時

二
〇
分
過
ぎ
に
登
り
始
め
て
、
人
時

に
上
塚
山
山
頂
に
着
く
。
直
径
五
，

六
〇
セ
ン
チ
の
カ
ヤ
の
大
本
が
さ
り

気
な
く
立

っ
て
い
た
が
、
山
頂
付
近

だ
け
自
然
林
が
残
さ
れ
て
い
た
。
植

林
も
数
年
に

一
度
は
枝
打
ち
し
な
け

れ
ば
、
商
品
価
値
が
な
く
な
る
と
問

い
た
が
、
高
く
売
れ
そ
う
な
木
々
は

見
当
た
ら
な
い
。

山
頂
か
ら
鞍
部
に
引
き
返
し
て
、

そ
の
ま
ま
南
に
稜
線
を
た
ど
る
。
分

水
嶺
歩
き
だ
。
西
側
の
植
林
は
偏
西

風
の
せ
い
か
、
台
風
の
せ
い
か
は
知

ら
な
い
が
、
倒
れ
て
行
く
手
を
何
度

も
さ
え
ぎ
ら
れ
た
。
上
塚
山
か
ら
ガ

´
し

ラ
メ
キ
峠
ま
で
、
直
線
で
は
ニ
キ
ロ

だ
が
、
相
当
の
ヤ
ブ
漕
ぎ
を
覚
悟
し

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
稜
線
は
山

国
町
と
日
田
市
の
境
界
の
為
か
、
比

較
的
歩
き
易
か
っ
た
。
殆
ど
の
中
央

分
水
嶺
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
ヤ
ブ
漕

ぎ
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。　
　
　
　
　
　
・

（上
塚
山
頂
に
て
）

携
帯
Ｃ
Ｐ
Ｓ
の
お
絵
で
ポ
イ
ン
ト

を

コ
ン
パ
ス
に
て
着
実
に
押
さ
え
る

か
、
二
万
三
千
分
の
地
図
で
緯
度
経

度
を
確
認
し
て
い
れ
ば
、
道
が
無
く

て
も
迷
う
事
は
無
い
と
思
う
が
、
過

信
が
迷
い
の
始
ま
り
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

稜
線
上
に
も
様
々
な
草
や
木
々
に

花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
殆
ど
は
名

も
知
ら
ぬ
存
在
な
の
で
、
山
岳
会
の

メ
ン
バ
ー
に
尋
ね
な
が
ら
少
し
ず

つ

学
ん
で
い
ま
す
。

白
い
ス
ケ
ル
ト
ン
の
様
な
ギ
ン
リ

ョ
ウ
ソ
ウ
、
何
故
だ
か
葉

っ
ぱ
が

一

枚
だ
け
の
カ
ン
ア
オ
イ
、
緑
の
大
き

な
葉
っ
ぱ
達
の
中
に
小
さ
な
白
い
花

を
咲
か
せ
て
い
る
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
に

フ
タ
リ
シ
ズ
カ
、
小
さ
な
薄
紫
の
花

を
並
べ
る
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
。

上
塚
山
か
ら

一
。
ニ
キ
ロ
ぐ
ら
い

歩
く
と
、
東
斜
面
に
銭
に
成
る
本
の

エ
ン
ジ

ュ
の
植
林
地
帯
に
出
く
わ
し

た
。
植
え
た
ば
か
り
で
人
間
で
い
え

ば
、
幼
稚
園
児
ぐ
ら
い
だ
。
鹿
避
け

ネ
ッ
ト
で
囲
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、

効
果
の
程
は
未
知
数
だ
と
思
う
。
ネ

ツ
ト
越
し
に
中
摩
殿
畑
山
、
釣
鐘
山

な
ど
が
見
え
た
。

エ
ン
ジ

ュ
の
植
林
地
帯
は
後
二
ヶ

所
ほ
ど
あ
っ
た
。
時
折
り
垣
間
見
る

仏
来
ノ
山
。
懐
か
し
い
友
達
に
出
会

つ
た
よ
う
に
は
し
や
ぐ
姿
に
、
青
春

の
輝
き
の
残
光
を
見
た
気
が
し
た
。

一
〇
時
三
十
分
に
ガ
ラ
メ
キ
峠
に

到
着
し
て
、
林
道
脇
の
峠
の
石
碑
を

見
学
す
る
。
こ
れ
は
昔
は
上
の
峠
に

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
林
道
が
稜
線
を

オ
ー
プ
ン
カ
ツ
ト
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
こ
こ
に
移
さ
れ
た
そ
う
だ
。

此
処
で
昼
食
と
な
る
が
、　
一
班
の

リ
ー
ダ
ー
は
そ
の
間
に
も
鎌
を
片
手

に
草
刈
に
汗
を
流
し
て
い
た
。
植
林

帯
に
入
る
ま
で
の
薮
退
治
の
よ
う
だ
。

昼
食
後
、
今
日
の
予
定
は
こ
こ
ま

で
だ
が
、
時
間
も
早
い
の
で
さ
ら
に

先
に
進
む
こ
と
に
な

っ
た
。

分
水
嶺
の
稜
線
上
は
ル
ー
ト
が
判

然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
読
図

能
力
が
試
さ
れ
る
。
特
に

一
人
で
行

一　

一

く
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
案
の
定
、
ガ

ラ
メ
キ
峠
か
ら
人
四
六
。
人

ｍ
地
点

を
目
指
す
が
、
五
〇
分
ほ
ど
行
っ
た

と
こ
ろ
で
尾
根
を
間
違
え
て
し
ま
う
。

時
間
的
に
は
ま
だ
早
い
の
で
引
き
返

し
て
さ
ら
に
分
水
嶺
を
た
ど
る
案
も

出
た
が
、
今
日
の
目
的
の
コ
ー
ス
は

完
了
し
て
い
る
の
で
こ
れ
で
投
了
と

相
成
る
。

昼
食
時
に
峠
で
は
何
故
か
福
岡
の

ミ
ド
ル
グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
の
御

一

行
が
、
四
名
ず

つ
一
二
名
ぐ
ら
い
次

々
と
峠
に
降
り
て
き
た
。
石
碑
付
近

で
何
や
ら
話
し
て
い
た
が
、
や
が
て

彼
ら
は
来
た
道
を
引
き
返
し
て
い
っ

た
。

参
加
者
…
安
部
、
飯
田
、
今
山
、
後

藤
、
佐
藤
、
園
日
、
遠
江
、
長
野
、

中
野
、
那
須
、
西
　

・長

野
珪

子

六
月
二
七
日

（日
）
午
前
五
時
、

安
部
車
三
名
、
中
野
車
三
名
で
サ

ニ

ー
を
出
発
。
大
分
で
は
ま
だ
雨
は
降

つ
て
い
な
か
っ
た
が
、
天
気
予
報
で

は
日
田

・
玖
珠
地
方
は
午
前
中
雨
、

午
後
は
曇
り
と
言

っ
て
い
た
と
お
り

に
、
玖
珠
で
小
雨
と
な
つ
た
。
玖
珠

町
長
野
の
糸
福
号
の
牛
の
像
の
と
こ

ろ
で
飯
田
車
二
名
と
待
ち
合
わ
せ
。

国
道
二

一
〇
線
か
ら
県
道
四
三
号
線
、

そ
し
て
四
人
号
線

へ
と
向
か
う
。

山
下
の
集
落
の
は
ず
れ
で

一
旦
停

車
し
、
帰
り
の
足
の
た
め
に
、
中
野

車
を
中
塚
田
能
原
牧
場
の
奥
の
下
山

予
定
地
点
の
牧
野
道
に
置
く
た
め
、

飯
田
車
と

一
緒
に
行

っ
た
。

待

っ
て
い
た
六
名
は
さ

っ
そ
く
雨

支
度
。
戻

っ
て
き
た
飯
田
車
と
安
部

車
二
台
で
県
道
日
田
玖
珠
線

（四
人

号
）
を
西
に
向
か
う
。
日
田
市
に
入

っ
て
竹
の
林
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
に
右

折
し
、
林
道
に
入
る
。
雨
で
濁
流
と

な

つ
た
渓
流
沿
い
に
走
り
、
野
平
の

集
落
を
過
ぎ
る
と
道
は
少
し
広
く
な

り
、
や
が
て
峠
に
到
着
。
峠
の
広
い

道
の
脇
に
草
を
駐
車
し
、
午
前
七
時

五
五
分
、
雨
の
中
、
野
平
の
峠
を
出

発
す
る
。

峠
か
ら
稜
線
沿
い
に
の
び
て
い
る
、

緩
や
か
な
登
り
の
林
道
を
た
ど

つ
て

行
く
。
草
深
い
林
道
は
ず

っ
と
稜
線

の
上
を
通
っ
て
い
る
が
、
所
々
少
し

稜
線
か
ら
は
ず
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ヤ
ブ
を
分
け
入

り
、
忠
実
に
分
水
嶺
を
た
ど
る
。

手
入
れ
の
悪
い
植
林
地
や
、
雑
木

林
、
背
丈
ほ
ど
の
カ
ヤ
、
低
い
サ
サ

な
ど
の
ヤ
ブ
を
か
き
分
け
な
が
ら
、

稜
線
を
探
し
な
が
ら
進
む
状
態
。
時

折
リ
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
の
白
い
尻
尾
、

淡
紫
色
の
や
わ
ら
か
そ
う
な
ア
ザ
ミ
、

紫
色
の
ウ
ツ
ボ
グ
サ
な
ど
が
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。

の
ど
か
に
鳴
い
て
い
た
ウ
ダ
イ
ス
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が
急
に
け
た
た
ま
し
く
、
警
戒
警
報

を
発
し
た
り
し
て
い
る
。
私
達
を
不

審
者
と
思

っ
て
ど
こ
か
で
じ
つ
と
見

て
い
る
の
ね
。

人
時

一
三
分
、
標
高
六
二
九

ｍ
地

点
の
少
し
開
け
た
所
で
小
休
止
。
こ

こ
ま
で
約

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
歩
い

た
？
こ
こ
で
現
在
地
の
確
認
と
雨
具

や
衣
類
の
調
整
を
す
る
。

．
さ
ら
に
雑
木
林
の
中
を
、
ナ
タ
で

は
ら

つ
た
リ
テ
ー
プ
を

つ
け
た
り
し

な
が
ら
進
む
と
緩
や
か
な
下
り
と
な

る
。
左
手
前
方
に
鹿
嵐
山
や
鹿
熊
山

な
ど
を
見
な
が
ら
下
る
と
、
前
方
で

何
や
ら
発
見
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

草
深
い
林
道
脇
の
茂
み
の
中
に
、
埋

も
れ
る
よ
う
に
車
が
！
ス
フ
事
件
？

園
田
さ
ん
が
さ

つ
そ
く
中
を
覗
き
込

む
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
も
な
く
、

捨
て
ら
れ
た
車
の
よ
う
で

一
同
ホ
ッ

と
す
る
。
長
居
は
無
用
と
ば
か
り
に

先
に
進
む
が
、
そ
こ
か
ら
先
は
い
っ

そ
う
ヤ
プ
が
深
く
、
ほ
と
ん
ど
道
は

分
か
ら
な
い
。

ヤ
ブ
を
分
け
な
が
ら
緩
や
か
に
登

っ
て
い
く
と
、
九
時
四
工
分
、
右
の

方
に
月
出
山
岳
が
よ
く
見
え
る
開
け

た
と
こ
ろ
を
通
過
。
そ
し
て
、
天
然

林
の
中
を
登
っ
て
い
く
と
林
道
に
出

た
。
こ
の
林
道
は
田
能
原
牧
場
か
ら

き
た
も
の
で
、
分
水
嶺
稜
線
を
越
え

て
北
の
方
に
回
り
込
ん
で
い
る
。

広
い
稜
線
の
北
側
に
高
さ

一
五
セ

ン
チ
、
幅
七
セ
ン
チ
ほ
ど
の
セ
メ
ン

ト
柱
が
あ
る
。

（北
緯
三
三
度
２
０

分
〇
二
秒
、
東
経

一
三

一
度
五
分
二

三
秒
）
境
界
の
杭
か
？

林
道
か
ら
稜
線
に
沿

っ
て
植
林
の

中
に
入
る
。
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
は

今
日
初
め
て
の
急
登
と
な
る
。
稜
線

を
ま
つ
す
ぐ
登

っ
て
い
る
獣
道
は
雨

で
滑
り
や
す
い
。
傾
斜
が
少
し
緩
く

な
る
と
広
い
稜
線
で
、
何
度
も
方
向

確
認
し
な
が
ら
進
む
。
や
が
て
傾
斜

が
な
く
な
り
、
樹
林
の
中
の
広
い
平

ら
な
頂
に
着
い
た
。
七
二
五
．
六

ｍ

の
三
角
点
の
あ
る
頂
に
着
い
た
は
ず

で
あ
る
。
三
角
点
は
さ
て
ど
こ
に
？

み
ん
な
で
探
す
。
　
コ
し
」
に
あ

っ

た
！
」
東
に
二
〇

ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
と

こ
ろ
で
遠
江
さ
ん
が
発
見
す
る
。

（
一
〇
時

一
〇
分
）

（高
堂
台
稜
線
の
三
角
点
に
て
）

杉
の
根
元
に
高
さ
二
〇
セ
ン
チ
ほ

ど
の
三
角
点
が
、
四
個
の
石
に
囲
ま

れ
て
立

っ
て
い
る
が
、
心
な
い
人
の

仕
業
か
、
角
が
大
き
く
割
ら
れ
て

一

見
単
な
る
石
と
間
違
い
そ
う
な
ほ
ど

″

で
、
何
等
か
か
読
め
な
い
。

（北
緯

三
三
度

一
九
分
五
六
，
六
秒
、
東
経

一
三

一
度
三
分
三
０
，
四
秒
、
北
の

方
向
は
誤
差
三
度
）

こ
こ
で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
少

し
早
い
昼
食
。
小
雨
が
断
続
的
に
降

る
中
、
皆
食
事
に
集
中
し
て
い
た
た

め
、
バ
ン
ザ
イ
、
ヤ
ツ
ホ
ー
は
思
い

出
し
た
西
さ
ん
が

一
人
で
し
て
い
た
。

一
〇
時
五
〇
分
、
山
頂
を
後
に
し

て
ま
た
も
東

へ
東

へ
。
ス
ギ
林
や
カ

ヤ
、
サ
サ
の
ヤ
ブ
こ
ぎ
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
二
，
三
度
緩
い
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
後
、
ス
ギ
林
の
中
の
広
い
台

地
状
の
頂
に
着
い
た
。
ど
こ
か
か
ら

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て
き
て
、
時
計

を
見
る
と

一
一
時
三
〇
分
。
こ
こ
が

標
高
七
四
五

ｍ
の
、
今
日
の
最
高
地

点
で
目
的
地
の
高
堂
台
で
あ
る
。
小

休
上
の
後
再
び
東

へ
と
向
か
う
。

稜
線
に
沿

っ
て
築
か
れ
た
古
い
土

塁
に
沿
っ
て
進
む
と
、
ク
ヌ
ギ
の
点

在
す
る
カ
ヤ
野
と
な
り
、
や
が
て
稜

線
を
真
横
に
横
切
る
有
刺
鉄
線
の
柵

が
が
現
れ
た
。
こ
れ
を
く
ぐ
る
と
牧

草
地
内
で
、
有
刺
鉄
線
に
沿
う
よ
う

に
南
に
方
向
を
変
え
て
山
腹
を
下
る

と
広
い
牧
場
が
開
け
て
き
た
。

牧
野
道
に
出
て
東
に
進
む
と

一
〇

分
ほ
ど
で
牧
場
の
柵
の
ゲ
ー
ト
に
行

き
当
た
っ
た
。
鍵
は
な
く
、
開
け
て

出
る
と
そ
の
向
こ
う
の
農
免
道
路
の

脇
に
中
野
車
が
待
機
し
て
い
た
。

運
転
者
が
二
人
乗

っ
て
野
平
の
峠

ま
で
車
の
回
収
に
行
く
。
残

，
の
五

人
は
、
黒
牛
三
〇
頭
ば
か
り
に
見
送

ら
れ
て
、
道
端
の
栄
養
満
点
の
フ
ラ

ビ
を
積
み
な
が
ら
舗
装
道
路
を
歩
い

て
下
る
。
三
〇
分
ほ
ど
下
る
と
中
塚

大
日
不
動
尊

へ
の
分
岐
に
着
き
、
こ

こ
で
車
を
待

つ
こ
と
に
し
た
。
小
雨

は
相
変
わ
ら
ず
降
り
続
い
て
い
た
。

雨
の
中
、
現
在
地
の
確
認
や
、
ナ

タ
で
切
り
払

っ
た
り
、
日
印
の
テ
ー

プ
を

つ
け
た
り
と
、
西
さ
ん
や
男
性

陣
の
皆
さ
ん
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
も
楽
し
い
山
行
で
し
た
。

（経
緯
度
と
高
度
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
か
ら
読

ん
だ
も
の
で
す
）

参
加
者
…
安
部
、
飯
田
、
石
川
、
園

日
、
遠
江
、
中
野
、
長
野
、
西
（孝
）

私
以
外
、
北
海
道
に
は
ま
だ
行

っ

た
事
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
、
飛
行

機
の
バ
ー
ス
デ
ー
割
引
を
使

っ
て
家

族
で
北
海
道
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
を
使
う
と
、
誕
生
日
の
前
後
付

近
で
約
二
週
間
以
内
だ

つ
た
ら
、
本

人
を
含
め
て
四
人
が
、　
一
回

一
三
，

〇
〇
〇
円
で
国
内
ど
こ
へ
で
も
飛
ベ

る
の
で
あ
る
。

長
男
が
割
引
の
本
人
な
の
で
、
札
幌

の
往
復
を

一
緒
に
し
、
私
と
家
内
は

そ
れ
か
ら
利
尻

へ
飛
び
、
長
男
は
網

走
、
知
床
方
面
に
行
き
、
帰
り
に
ま

た
札
幌
で
落
ち
合

っ
た
。
そ
の
後
、

こ

二
人
で
観
光
バ
ス
に
乗
っ
て
、
皆
が

希
望
し
た
美
瑛

・
富
良
野
を
観
光
し

て
札
幌
↓
福
岡
↓
大
分
と
帰
る
ス
ケ

ジ

ユ
ー
ル
で
あ

っ
た
。

私
た
ち
が
福
岡
を
朝

一
番
で
た

っ
て
、

利
尻
に
つ
い
た
の
は
二
時
半
で
あ

っ

た
。
早
い
も
の
で
あ
る
。
着
い
た
時

は
曇

っ
て
い
て
、
何
も
見
え
な
か
っ

た
が
、
夕
刻
に
な
る
と
、
素
晴
ら
し

い
利
尻
富
士
が
姿
を

現
し
た
。（利

尻
山
）

夕
食
後
、
宿
か
ら
夕
陽
ケ
丘
と
い

う
所
ま
で
二
〇
分
程
歩
い
て
い
っ
た
。

七
時
過
ぎ
が
日
没
時
間
だ

っ
た
の
で

小
走
り
で
急
い
だ
。
暑
く
は
な
か
っ

た
が
、
小
高
い
丘
に
登
る
と
汗
ば
む

く
ら
い
だ

つ
た
。
お
か
げ
で
間
に
合

ノヽ

重

康

夫



い
、
礼
文
島
に
沈
む
夕
日
と
、
利
尻

山
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

（夕
日
）

次
の
日
、
四
時
五
〇
分
に
宿
の
人

が
、
登
山
者
約

一
０
名
を
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
利
尻
北
麓
野
営
場
ま
で
送

つ

て
く
れ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
出
発
し

た
。
家
内
は
島
内
観
光
す
る
こ
と
に

し
た
。

記
録
は
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
で
す
る

予
定
だ
つ
た
が
、
途
中
、
ボ
イ
ス
レ

コ
ー
ダ
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
い

る
の
に
気
づ
か
ず
、
記
録
が
す
べ
て

消
え
て
い
た
。
こ
の
ボ
イ
ス
レ
コ
ー

ダ
は

一
杯
に
な
る
と
、
前
の
が
前
部

消
え
る
シ
ス
テ
ム
に
な

つ
て
い
た
ら

し
い
。
お
ま
け
で
も
ら

つ
た
の
は
記

録
時
間
が
短
く
て
、
や
は
り
だ
め
だ

と
思

つ
た
。
時
間
は
デ
ジ
カ
メ
か
ら

な
ん
と
か
判
定
で
き
た
が
、
前
半
の

歩
数
は
、
途
中
気
づ
く
ま
で
わ
か
ら

）

な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
と
な

つ
た
。

ち
ょ
う
ど
五
時
、
登
山
口
を
出
発

し
た
。
最
初
ゆ
っ
く
り
歩
く

つ
も
り

だ

つ
た
が
、
ペ
ー
ス
が
少
し
早
め
だ

っ
た
。
し
か
し
今
回
は
事
前
に
か
な

リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来
て
い
た
の

で
、
そ
れ
ほ
ど
こ
た
え
な
か
つ
た
。

甘
露
泉
ま
で
、
登
山
口
か
ら
四
〇
〇

ｍ
と
あ
っ
た
が
、
歩
数
計
を
Ｏ
に
す

る
の
を
忘
れ
て
、
甘
露
泉
か
ら
○
歩

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
こ
こ
で
泉

水
を
飲
ん
だ
が
、
ま
だ
歩
き
初
め
の

た
め
か
そ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
と
は
思

わ
な
か
つ
た
。
ま
た
、
冷
茶
を

一
．

五
ｒ
、
お
湯
を
〇
。
人
ｒ
、
パ
ツ
ク
ジ

ュ
ー
ス
を
二
五
〇

ｃ
Ｃ
用
意
し
て
い

た
の
で
、
水
の
補
充
の
必
要
は
無
く
、

先
を
急
い
だ
。
四
合
目
か
ら
五
合
目

の
間
が
長
か
っ
た
。
五
合
目
で
休
も

う
と
思

っ
た
が
、
な
か
な
か
着
か
ず
、

つ
い
に
手
前
で
小
休
止
を
取

つ
た
。

途
中
か
な
リ
ペ
ー
ス
の
速
い
、
元
気

な
札
幌
か
ら
の
女
性
二
人
と
少
し
話

し
、
同
じ
感
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
五
合
目
は
休
ん
だ
と
こ

ろ
か
ら
直
ぐ
だ

っ
た
。

六
合
目

（第

一
展
望
台
）
は
見
晴

ら
し
が
良
か
つ
た
が
、
早
々
に
出
発

し
た
。
そ
の
後
の
ピ
ー
ク
が
長
官
山

と
思

っ
た
が
、
そ
こ
が
第
２
展
望
台

で
あ

つ
た
。
こ
こ
も
早
々
に
出
発
し

て
、
長
官
山
に
着
い
た
。
こ
こ
か
ら

の
利
尻
山
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
く
登

頂
意
欲
を
そ
そ
ら
れ
た
。

長
官
山
か
ら
右
に
巻
く
よ
う
に
し

て
少
し
行

っ
た
所
に
避
難
小
屋
が
あ

つ
た
。
こ
こ
か
ら
先
、
や
や
疲
れ
気

味
に
な

つ
た
が
、
前
に
行
く
単
独
登

山
者
の
方
の
ペ
ー
ス
が
な
か
な
か
よ

く
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
く
形
を
少
し

取
る
と
、
随
分
元
気
が
出
た
。
不
思

議
な
も
の
だ
。

九
合
目
で
小
休
上
を
取

っ
た
。
も

う

つ
い
た
気
に
な

つ
て
い
た
が
、
こ

こ
か
ら
が
正
念
場
と
標
識
に
あ

つ
た
。

確
か
に
、

ロ
ー
プ
を

つ
た
い
な
が
ら
、

足
が
埋
ま
り
こ
む
よ
う
な
小
石
の
ガ

レ
場
が
続
き
、
結
構
時
間
が
か
か
っ

た
。
途
中
、
沓
形
分
岐
の
位
置
を
確

認
し
、
帰
り
は
こ
ち
ら
を
通
り
た
い

な
と
思
い
な
が
ら
さ
ら
に
直
登
を
続

け
た
。
程
な
く
、
山
頂
に
着
い
た
。

五
時
間
か
か
る
と
こ
ろ
、
三
時
間
三

〇
分
で
登
っ
た
か
ら
、
ま
あ
ま
あ
の

ペ
ー
ス
で
あ
る
。

雲
が
部
分
的
に
低
く
あ
り
、
霞
ん

で
い
た
の
で
、
遠
く
の
景
色
が
ず

っ

と
見
渡
せ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
か
つ
た
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
天

気
で
は
最
高
に
近
い
良
い
天
気
ら
し

か
つ
た
。

山
頂
で
、
早
い
昼
食
を
取
っ
て
、

降
り
る
こ
と
に
し
た
。
宿
の
人
か
ら
、

沓
形
に
降
り
る
の
は
危
険
だ
か
ら
止

め
た
方
が
無
難
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
鴛
泊
に
ピ
ス
ト
ン
し

て
、
非
常
に
多
く
の
人
と
す
れ
違
テ

の
が
う

つ
と
う
し
い
の
と
、
や
は
り

沓
形

コ
ー
ス
も
歩
い
て
見
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
こ
ち
ら
を
降
り
る
こ

と
に
し
た
。
数
日
前
ま
で
は
、
崩
壊

の
た
め
通
行
上
に
な
つ
て
い
た
と
言

う
し
、
地
図
や
解
説
書
に
は
、
沓
形

分
岐
か
ら
三
眺
山
ま
で
に
難
所
が
数

ケ
所
あ
り
注
意
と
ど
れ
に
も
書
い
て

あ
る
。
し
か
し
、
せ
つ
か
く
来
た
の

ン

だ
か
ら
と
随
分
悩
ん
だ
末
に
、
思
い

き

つ
た
。
注
意
し
な
が
ら
降
り
て
行

っ
た
が
、
さ
ほ
ど
の
難
所
も
無
く
、

祖
母

・
傾
な
ど
の
ど
こ
に
で
も
見
ら

れ
る
難
所
と
さ
し
て
変
わ
り
は
無
い

と
思

っ
た
。
途
中
、
ボ
タ
ン
キ
ン
バ

イ
の
群
落
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
人
と

も
出
会
わ
ず
、
快
適
な
山
歩
き
が
楽

し
め
た
。

解
説
書
に
よ
れ
ば
、
三
眺
山
か
ら

下
は
楽
勝
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
山

者
だ
っ
た
。
確
か
に
人
に
会
わ
な
い

の
は
静
か
な
山
旅
に
は
良
い
が
、
道

が
荒
れ
て
い
る
。
道
幅
も
狭
い
。
片

靴
の
幅
だ
け
し
か
足
を
置
け
な
い
部

分
も
多
く
、
交
互
に
ま
つ
す
ぐ
足
を

進
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
か

つ
た
。
さ
ら
に
礼
文
岩
の
下
、
七
合

目
避
難
小
屋
か
ら
下
は
、
ズ
ル
ズ
ル

ベ
っ
た
り
の
道
が
続
い
て
閉
口
し
た
。

祖
母
か
ら
九
合
目
小
屋

へ
向
か
う
、

祖
母
直
下
の
所
に
、
水
が
流
れ
て
い

る
ガ
レ
場
の
通
り
に
く
い
所
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
部
分
が
、
延
々
と

続
く
の
で
あ
る
。
や

つ
と
良
く
な

つ

た
か
と
思
う
と
ま
た
始
ま
る
。
結
局
、

見
返
台
登
山
口
の
車
道
に
出
る
ま
で

続
い
た
。

登
山
口
着
、　
〓

一時
五

一
分
、
約

八
時
間
弱
で
回
つ
た
。
歩
数
計
は
甘

露
泉
か
ら
二
五
，
四
人
五
歩
で
あ

っ

た
。鴛

泊

コ
ー
ス
は
尾
根
を
登
山
道
に

し
て
い
る
が
、
沓
形

コ
ー
ス
は
小
沢

を
登
山
道
に
し
て
い
る
の
で
は
と
思

え
る
く
ら
い
だ

つ
た
。
沓
形
コ
ー
ス

は
三
度
と
下
り
に
は
通
り
た
く
な
い

道
だ

っ
た
、
登
り
に
使
う
方
が
良
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
い
や
は
り

名
山
で
あ
る
。
ま
た
季
節
を
変
え
て

是
非
登
り
た
い
。
雪
が
積
も

っ
た
時

で
、
融
け
て
い
な
か

つ
た
ら
、
か
な

り
歩
き
や
す
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

で
も
九
州
の
雪
山
と
は
わ
け
が
違
う

だ
ろ
う
か
ら

・
・
・
。

本
当
は
こ
の
日
に
礼
文
島
に
渡
り

た
か

つ
た
が
、
天
気
不
良
の
場
合
の

た
め
に

一
日
余
裕
を
取

っ
て
お
く
こ

と
と
、
ち
よ
う
ど
良

い
フ

エ
リ
ー
が

無
か

っ
た
の
で
、
利
尻
に
二
泊
す
る

こ
と
に
し
た
。
次
は
稚
内
に
泊
ま
る

予
定
だ

っ
た
の
で
、
礼
文
で
は
歩
く

時
間
が
無
く
、
車
の
み
で
の
観
光
と

な

つ
た
。

ま
だ
随
分
花
が
楽
し
め
た
が
、
写
真

の
実
力
不
良
の
た
め
、
ア
ツ
プ
に
耐

え
る
花

の
デ
ジ
カ
メ
写
真
は
ほ
と
ん

ど
出
来
な
か

つ
た
。

稚
内
で
は
、
も
う
こ
こ
に
は
三
度

と
来
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
な
が
ら
、

本
土
最
北
端

の
宗
谷
岬
な
ど
を
見
て

回

っ
た
。
観
光
バ
ス
は
な
ん
と
私
と

家
内

の
２
人
だ
け
の
貸
切
状
態
だ

っ

た
。
九
州
は
暑
か

っ
た
み
た
い
だ
が
、

こ
こ
は
天
気
も
悪
か

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
手
が
か
じ
か
む
く
ら
い
寒
か

っ
た
。

札
幌
で
長
男
と
合
流
し
て
、
次
の

日
、
観
光
バ
ス
で
美
瑛

・
富
良
野
と

回

っ
た
が
、
遠
く
大
雪
山
系
、
ト
ム

ラ
ウ
シ
、
十
勝
連
峰

の
眺
め
は
素
晴

ら
し
く
、
花
も
き
れ
い
だ
と
は
思

つ

た
が
、
遠
く
の
山
並
み
ぼ
か
り
眺
め

て
い
た
。

い
つ
か
是
非
是
非
あ
れ
ら

の
山
々
に
も
登
り
た
い
と
思

っ
て
こ

こ
を
あ
と
に
し
た
。
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安

部

可

人

二
月
四
日
　
独
り
、
し
あ
わ
せ
の

丘
、
サ
テ
ラ
イ
ト
に
駐
車
。

コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
の
裏
、
気
持
ち
は
よ

く
な
い
が
そ
こ
か
ら
入
る
。
親
が
子

を
背
負

っ
て
登

っ
た
音
を
思
う
。
上

に
行
く
と
そ
ん
な
道
が
は
っ
き
り
と

残

っ
て
い
て
、
廃
道
に
は
も

つ
た
い

な
い
。　
一
時
間

一
〇
分
、
突
然
宇
曽

神
社
の
桜
の
本
の
と
こ
ろ
に
出
た
。

残
雪
あ
り
。
全
く
テ
ー
プ
は
な
か
っ

た
。二

月
人
口
　
一昌
場
山
。
西
、
伊
賀

同
行
．

二
月

一
二
日
　
家
内
と
星
岳

へ
。

材
木
集
積
場
に
駐
車
。
左
に
入
る
。

テ
ー
プ
な
し
。　
一
時
間
も
か
け
て
残

雪
の
中
を
山
頂
着
。
三
角
点
は
見
あ

た
ら
ず
、
代
わ
り
に
安
武
氏
の
代
用

品
が
あ
る
。

二
月

一
五
日
　
月
例
山
行
参
加
。

二
月

一
九
日
　
父
死
去
　
し
ば
ら

く
お
休
み
。

二
月
九
日
　
解
禁
。
の
び
ゆ
く
丘

よ
り
独
り
、
障
子
岳

へ
練
習
。

二
月
二

一
日
　
月
例
山
行
参
加
。

二
月
二
九
日
　
長
野
、
今
山
同
行
。

平
石
経
由
広
域
林
道
に
入
る
。
九
六

〇

ｍ
地
点
、
西
の
尾
根
か
ら
ゆ
る
や

か
に
城
ガ
岳

へ
、
四
〇
分
。
小
雨
で

眺
望
は
全
く
な
し
。　
一
〇
八
五
五

（標
高
点
）
の
下
の
陰
陽
席
を
通
っ

て
下
山
。

四
月
八
日
　
独
り
、
七
瀬
川
の
私

の
畑
か
ら
遠
く
な
い
、
内
植
田
集
落

の
左
は
ず
れ
の
家
の
前
に
駐
車
。
急

な
林
道

一
〇
分
で
行
き
止
ま
り
。
貯

水
槽

（直
進
す
る
と
滝
で
終
わ
る
）

右

へ
三
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
入
る
。
赤

テ
ー
プ
全
く
な
し
。

（少
し
つ
け

た
）
間
伐
作
業
が
四
〇
〇

ｍ
地
点
ま

で
つ
づ
き
、
作
業
用
の
自
テ
ー
プ
は

あ
る
。
上

へ
、
道
は
よ
い
。
四
人
○

ｍ
地
点
で
尾
根
に
合
流
。
懐
か
し
の

リ
レ
ー
登
山
の
テ
ー
プ
を
見
つ
け
る
。

一
時
間
半
の
地
点
。
左
に
直
角
に
方

向
を
変
え
る
と
霊
山
は
近
い
。

四
月

一
三
日
　
独
り
、
飯
田
さ
ん

に
聴
い
た
通
り
に
い
く
と
、
三
〇
分

で
簡
単
に
二
等
三
角
点
の
あ
る
大
竜

由
に
到
着
。

（山
名
標
識
は
な
い
）

四
月

一
人
日
　
月
例
山
行
参
加
。

四
月
二
二
日
　
石
川
、
林
、
浜
崎

同
行
。
彦
ノ
内
ト
ン
ネ
ル
入
り
日
の

手
前
に
駐
車
場
。
鳥
居
か
ら
入
る
。

よ
く
整
備
さ
れ
日
陰
で
き
も
ち
の
良

い
ル
ー
ト
で
あ
る
。　
一
時
間
二
〇
分

で
彦
岳
頂
上
に
着
く
■
オ
キ
ナ
グ
サ

は
わ
ず
か
し
か
な
く
貧
弱
。

四
月
二
六
日
　
西
、
石
川
、
林
、

浜
崎
同
行
。
大
吹
鉱
山
跡
の
駐
車
場

か
ら
頭
巾
岳

へ
、
か
れ
沢
を
つ
め
る
。

一
時
間
二
〇
分
で
五
葉
岳
と
の
中
間

点
に
着
く
。
左

へ
二
十
五
分
で
頭
巾

岳
に
着
く
。
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
群
落

す
ば
ら
し
い
。
五
葉
岳
、
お
姫
山
は

枯
れ
本
で
淋
し
い
。　
一
五

一
七

ｍ
地

点
す
ぐ
下
で
右

へ
大
吹
鉱

へ
下
る
道

が
、
河
鹿
荘
の
主
人
た
ち
よ
っ
て
、

サ
サ
が
切
り
開
か
れ
快
適
。
御
化
粧

山
経
由
組
と
別
れ
て
独
り
で
下
山
。

ブ
ナ
林
が
美
し
く
、
５
０
分
で
駐
車

じ

場
着
。

四
月
二
〇
日

石
川
、
林
同
行
。
平

成

一
四
年
月
例
山
行
、
安
藤
セ
ツ
さ

ん
と
リ
タ
イ
ヤ
し
て
以
来
の
倉
木
山

へ
。
鳥
岳
ト
ン
ネ
ル
の
先
ニ
キ
ロ
、

左
手
に
沢
山
テ
ー
プ
が
見
え
る
。
こ

こ
三
七
五

ｍ
地
点
に
駐
車
。
沢
を
二
，

三
回
渡
る
。
五
〇
Ｏ

ｍ
地
点
か
ら
倒

木

（問
伐
木
）
の
中
の
苦
し
い
登
り
、

二
〇
分
。
あ
と
は
快
適
な
登
り
道
。

大
汗
を
か
く
。
テ
ー
プ
は
あ
り
が
た

い
が
、
読
図
が
不
要
で
達
成
感
が
な

い
。
二
時
間
で
頂
上
。

（注
意
）
そ
の
先
五
〇
メ
ー
ト
ル
進

む
と
、
高
い
と
こ
ろ
の
岩
場
か
ら
コ

ブ
と
な

つ
て
見
え
る
の
が
障
子
岩

（前
障
子
）
か

。
・
・
。　
眺
望
は
す

ば
ら
し
い
。
こ
の
あ
と
烏
岳
ト
ン
ネ

ル
か
ら
四
〇
分
、
烏
岳
着
。
渡
辺
氏

案
内
の
巣
石
山
が
よ
く
見
え
た
。

（赤
テ
ー
プ
は
必
要
以
上
に
つ
け
な

い
よ
う
に
し
た
い
）飯

田

勝

之

リ

エ
ー
シ
ョ

い
て

指
山
は
九
重
の
表
玄
関

（飯
田
高

原
）
に
せ
り
出
し
て
、　
一
番
目
立

つ

立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
背
丈
の

低
さ
と
、
九
い
姿
が
、
後
ろ
の
三
俣

囲
剛
剛
園
□
Ⅲ
凹
剛
＝
田
園
口
団
日
刷
幽
　
も
ち
ろ
ん
以
前
は
決
ま
った
登
頂
ル

山
に
だ
ぶ

つ
て
隠
れ
て
し
ま
い
、
九

重
連
山
の
中
で
は

一
番
目
立

つ
と
こ

ろ
に
あ
り
な
が
ら
、
も

つ
と
も
自
己

主
張
の
弱
い
山
で
あ
る
。

（長
者
原
よ
り
指
山
と
二
俣
山
）

こ
の
山
は
そ
の
目
立
た
な
さ
と
低

さ
か
ら
、
以
前
は
ほ
と
ん
ど
訪
れ
る

人
も
な
く
、
実
に
静
か
で
あ
っ
た
。

―
卜
も
な
く
、
三
俣
山
北
西
の
谷
沿

い
に
細
い
踏
み
分
け
道
が
あ
る
程
度

で
あ

つ
た
。

私
が
指
山
に
最
初
に
登
っ
た
の
は
、

二
十
数
年
前
で
、
三
俣
山
の
山
頂
か

ら
邊
か
下
の
指
山
を
眺
め
て
い
て
、

急
に
思
い
つ
い
て
立
ち
寄

っ
た
の
が

最
初
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
大
鍋

の
西
側
の
鞍
部
か
ら
ガ
レ
た
谷
沿
い

に
下
り
、
指
山
と
二
俣
山
の
鞍
部
を

経
て
山
頂
に
立
ち
、
そ
の
後
鞍
部
か

ら
北
に
林
の
中
を
下
り
雨
ガ
池
越
の

ル
ー
ト
に
出
た
の
を
思
い
出
す
。

（　）

そ
れ
か
ら
十
数
年
ほ
ど
後
に
、
当

時
わ
ず
か
な
踏
み
跡
が
あ
る
程
度
の
、

三
俣
山
北
西
の
谷
の
ル
ー
ト
を
指
山

に
登
り
、
鞍
部
か
ら
大
鍋
の
北
側
の

縁
に
登

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時

に
は
鞍
部
の
茅
野
の
中
に
獣
道
の
よ

う
な
わ
ず
か
な
踏
み
跡
が
あ
り
、
大

鍋
の
縁
に
登
る
か
す
か
な
踏
み
分
け

が
で
き
て
い
た
。

今
日
で
は
、
指
山
自
然
観
察
路
か

ら
立
派
な
道
が
で
き
て
お
り
、
静
か

な
山
頂
も
花
の
時
期
に
は
結
構
な
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な

つ
つ
て

き
た
。

今
年
の
二
月
の
あ
る
日
、
私
は
久

し
ぶ
り
に
指
山
か
ら
二
俣
に
登

っ
て

み
た
。
ル
ー
ト
は
三
俣
北
西
の
谷
で

あ
る
。
長
者
原
か
ら
諏
蛾
守
越

へ
の

ル
ー
ト
を
入
り
、
砂
防
ダ
ム
の
横
の

鎖
の
ゲ
ー
ト
の
少
し
先
か
ら
左
に
入

る
工
事
用
の
広
い
道
を
谷
に
向
か
っ

た
。
こ
の
広
い
道
は
大
き
く
迂
回
し

な
が
ら
上
の
方
ま
で
続
い
て
入
る
が
、

ゲ
ー
ト
か
ら
十
分
ほ
ど
い
く
と
、
車

道
が
大
き
く
右
に
遠
回
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
谷
沿
い
の
林
の
中
に

古
い
踏
み
跡
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
日

印
の
テ
ー
プ
も
点
々
と
残

っ
て
い
る
。

谷
の
左
岸
沿
い
の
、
気
持
ち
の
良
い

天
然
林
を
十
五
分
ほ
ど
登
っ
て
い
く

と
、
急
に
日
の
前
に
車
道
の
の
り
面

が
現
れ
興
ざ
め
す
る
。
こ
こ
が
こ
の

車
道
の
終
点
で
、
谷
の
砂
防
ダ
ム
の

工
事
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
こ
か
ら
い
つ
た
ん
枯
れ
谷
に
下

り
、
古
い
砂
防
ダ
ム
の
上
を
右
岸
に

渡
る
。
こ
の
谷
沿
い
の
林
内
に
は
、

指
山
か
ら
三
倶
山
ヘ

ン い

ル く
|つ
卜か
に の
つ バ
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以
前
は
ナ
ツ
ツ
バ
キ
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
六
月
末
頃
か
ら
七
月
に
か
け
て
、

自
い
花
が
谷
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
広
が

り
、
ち
よ
う
ど
こ
の
あ
た
り
か
ら
谷

を
見
下
ろ
す
と
実
に
見
事
で
あ

つ
た
。

今
日
で
は
砂
防
ダ
ム
の
工
事
で
谷
の

本
々
が
伐
採
さ
れ
て
見
る
影
も
な
い
。

ま
た
、
谷
を
挟
ん
で
前
方
の
、
指
山

市
面
の
絶
壁
は
、
秋
の
紅
葉
、
春
の

新
緑
時
は
そ
の
眺
め
は
絶
品
で
あ
る
。

右
岸
に
渡
る
と
林
の
中
を
ジ
グ
ザ

グ
の
急
登
で
、
再
び
大
き
な
岩
の
累

々
と
し
た
枯
れ
た
谷
に
出
る
。
谷
を

直
登
し
て
い
く
と
再
び
右
岸
の
林
に

入
り
、
ア
セ
ビ
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
を

数
分
急
登
し
て
い
く
と
、
茅
野
の
台

地
に
出
る
。
三
俣
山
と
指
山
と
の
問

に
あ
る
広
い
鞍
部
の

一
角
で
あ
る
。

カ
ヤ
と
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
の
中
に
道
が
二

つ
に
分
か
れ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

左
に
と
れ
ば

一
〇
分
足
ら
ず
で
大
き

な
岩
の
あ
る
指
山
山
頂
で
あ
る
。

鞍
部
に
引
き
返
し
て
そ
の
ま
ま
直

進
す
る
の
が
、
最
近
か
な
り
通
る
人

も
増
え
て
、
す

っ
か
り
磨
か
れ
て
き

た
三
俣
山

へ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
鞍

部
の
樹
林
の
中
を
ジ
グ
ザ
グ
に
緩
い

登
り
か
ら
、
次
第
に
急
な
登
り
と
な

り
、
指
山
か
ら
二
〇
分
ほ
ど
登

っ
て

い
く
と
突
然
日
の
前
に
大
き
な
岩
の

壁
が
現
れ
る
。　
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で

は
、
岩
や
本
の
幹
や
枝
に
つ
か
ま
り

な
が
ら
、
七
、
人
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

岩
場
を
よ
じ
登
る
所
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後

ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
、
今
年

私
が
通

っ
て
時
に
は
立
派
な
ア
ル
ミ

の
梯
子
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。

残
り
少
な
い
九
重
の
、
こ
う
し
た

）

野
趣
あ
ふ
れ
た
ル
ー
ト
も
、
い
つ
の

間
に
か
無
粋
な
道
に
変
え
ら
れ
て
し

ま

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
後
は
林
の
中
を
急
登
が
続
き
、

シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
が
現
れ
、
足
下
に
ホ
ツ

ツ
ジ
な
ど
が
現
れ
る
と
ほ
ど
な
く
鍋

山
北
側
の
縁
で
あ
る
。
梯
子
の
岩
場

か
ら
約
二
〇
分
で
あ
る
。
こ
の
日
私

は
、
こ
こ
か
ら
い
つ
た
ん
大
鍋
西
の

鞍
部
に
下
り
、
三
俣
の
三
角
点
山
頂

に
立
ち
、
南
の
山
頂
に
登
っ
て
ビ
ー

ル
を
空
け
、
昼
食
の
あ
ど
大
鍋
の
東

を
巻
い
て
、
小
鍋
を
巻
い
て
、　
一
月

し
た
後
、
舞
鶴
尾
根
新
道
と
名
付
け

ら
れ
た
ル
ー
ト
を
下
つ
た
。
こ
の
ル

ー
ト
は
最
近
開
か
れ
た
も
の
で
、
わ

ず
か
に
踏
み
跡
の
あ
る
程
度
の
急
な

下
り
を
、
漕
ぎ
約
二
〇
分
で
指
山
自

然
観
察
路
に
出
た
。

（舞
鶴
新
道
は

現
在
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
プ

ツ
シ
ュ

状
態
で
す
）

会
議
鶴
鶴
レ
跡

場|

を|

西
　

孝

子

六
月
十

一
日

（金
）
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
フ
エ
リ
ー
、
午
後
四
時
発
、
台
風

の
た
め
か
女
性
専
用
室
に
は

一
人
だ

け
、
こ
わ
い
と
思

っ
て
い
た
ら

「私

達
は
団
体
ル
ー
ム
で
す
が
、
こ
こ
に

来
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
よ
う
か
？
」

と
二
人
入
っ
て
き
た
。

十
二
日
午
前
五
時
神
戸
港
着
、
京

都
植
物
園
着
午
前
八
時
、
ビ
ス
タ
リ

ト
で
近
く
を
散
歩
。

コ
ン
ビ
ニ
で
パ

ン
の
み
を
買
う
、
ザ

ッ
ク
と
登
山
靴

で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
、
歩
き
続
け
る

こ
と
二
時
間
半
、
情
報
ほ
ど
の
台
風

で
は
な
く
て

一
安
心
。

十

一
時
、
京
都
支
部
長
横
田
様
の

車
で
、
斉
藤
惇
生
元
会
長
と
同
乗
し

北
山

へ
、
四
回
目
の
道
で
あ
る
。
川

沿
い
に
民
家
が
飛
と
び
、
道
せ
ま
し
、

北
山
杉
と
自
然
林
の
緑
の
濃
淡
が

一

幅
の
絵
で
あ
る
。

学
生
の
頃
の
今
西
先
生
が
歩
い
た

道
だ
と
思
う
と
、
心
う
き
う
き
、
下

車
し
て
小
さ
い
沢
の
小
道
を
、
流
れ

を
渡
り
、
草
を
踏
み
、
ゆ

っ
く
り

一

時
間
で
、
北
山
荘
着
、
昼
食
を
す
ま

せ
、
レ
リ
ー
フ
ま
で
三
分
．で
下
る
。

岩
は
苔
が
つ
き
、
下
は
綱
で
石
垣

が
あ
る
。
レ
リ
ー
フ
を
守
る
会
の
人

達
が
毎
年
努
力
し
た
あ
と
が
見
ら
れ

ス一
。

）

縦

・
横
ニ
メ
ー
ト
ル
の
岩
が
落
ち

そ
う
な
気
が
し
て
い
た
。

（除
幕
式

の
時
）
作
業
開
始
午
後

一
時
、
ゴ
ム

長
靴
で
沢
に
入
り
、
大
き
い
石
を
投

げ
る
、
小
石
を
運
ぶ
、
石
積
み
を
上

手
に
す
る
人
と
、
手
分
け
し
て
二
時

間
、
土
手
に
石
段
を
つ
け
て
、
石
を

草
や
苔
で
お
お
い
、
み
な
満
足
そ
う

な
顔
で
し
ば
し
眺
め
る
。
レ
リ
ー
フ

の
顔
も

「よ
う
来
た
な
あ
」
と
笑
つ

て
い
る
。

で
あ
る
。

「先
生
ま
た
来
ま
す
」

一
０
時
四
〇

分
、
直
谷
を
下
る
。
京
都
市
内
の
お

墓
参
り
を
す
ま
せ
、
大
分

へ
は

一
四

日
午
前
中
着
。

京
都
大
学
霊
長
類
学
に
入
学
す
る

学
生
も
、
先
生
の
こ
と
を
知
ら
な
い

人
が
い
る
ら
し
い
。
毎
日
の
暑
さ
で

石
に
か
ぶ
せ
た
草
や
苔
は
ど
う
な

つ

た
ろ
う

ｏ
・
・
・
。

※
次
号
よ
り
文
化
勲
章
受
章
者
の
全

集
に
な
ら
い
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い

一
・
・
・
。

．
月
　
日
　
入
月
二
九
日

（日
）

・
目
的
地
　
釜
ガ
瀬
山
か
ら
所
小
野

山

へ

（
■
田
市
と
山
国

町
境
）

小
屋
に

も
ど
り
、

夕
食
の
用

意
、
沢
の

水
も
美
し

く
、
人
通

り
の
な
い

所
で
あ
る
。

鳥
の
声
、

自

い
ンつ
つ

ぎ
が
咲
い
て
い
る
。
　
一

炭
火
の
焼
き
内
、
　
一月
の
砂
漠
」

「今
西
さ
ん
の
あ
ご
は
は
長
い
よ
、

ロ
ン
グ

コ
ン
グ
あ
ご
―
」
等
歌
い
、

深
夜
ま
で
飲
み
、
き
わ
ぐ
。
暗
が
り

に
登
つ
て
き
た
人
に
ン
リ
ー
フ
の
変

わ
り
よ
う
を
聞
く
が
、
一気
づ
い
て
い

な
い
。
　
　
　
　
　
　
一

十
二
日
、
午
前
七
時
朝
食
、
各
自

持
参
の
も
の
を
食
べ
、
荷
物
を
持

っ

て
小
屋
を
下
る
。
レ
サ
ー
フ
に
祭
壇

を
つ
く
り
、
大
き
い
青
竹
の
筒
に
花

を
生
け
る
。
ま
た

一
人
奈
良
よ
り
来

る
。
午
前

一
〇
時
、
本
願
寺
別
府
別

院
に
お
ら
れ
た
上
原
泰
行
会
員

（東

九
州
支
部
）
の
読
経
っ
南
無
阿
弥
陀

仏

・
・
・
・
。　
一
五
日
が
十
二
回
忌

ち'Iンオl′
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・
出
　
発
　
午
前
五
時
サ

ニ
ー
発

一
般
　
　
　
一一一８
０
円

そ
の
他
の
詳
細
は
当
初
の
計
画
通

り
で
す
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
青
少

年
を
始
め

一
般
参
加
者
を
誘

っ
て
参

加
し
て
下
さ
い
。

剛
因
自
日
口
日
配

佐
藤
壮
悟
公
〓
員
番
号
ユ
お
導
）

住
所
…
大
野
群
二
重
町
秋
葉
七

〇
―

一　
　
　
　
　
‘′，

弓
”
ｒ
（
由
＝
ウ
屯
）
ｏ
Ｏ
「
卜
‐
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
卜
」
０

厨
只
職
場
と
ミ
ヤ
館
↓
ｏ
８

月

　

日

　

一
〇

月

二

日

（
土

）

～

三

日

（
日
）

・
場
　
所
　
熊
本
県

（熊
本
大
会
）

。
懇
談
会
場
　
熊
本
市

（熊
本
交
通

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
）

・

・
山
行
場
所
　
阿
蘇
高
岳

・
参
加
費

　
一
人
．
〇
〇
〇
円

。
参
加
申
し
込
み
　
八
月

一
〇
日
ま

で
に
支
部
事
務
局

ヘ

詳
し
く
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

※
　
分
水
嶺
踏
査
担
当
の

各
班
リ
ー
ダ
ー
に
お
．願
い

各
担
当
区
分
ご
ど
の
踏
査
計
画
を
、

支
部
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
実
地
踏
査
を
行
っ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
事
務
局

へ
報
告
書
様
式
に）

よ
り
提
出
し
て
下
さ
い
。

ピ
ン
ク
の
花
が
螺
旋
状
に
つ
い
た

草
花
が
点
々
と
咲
い
て
い
ま
し
た
。

ネ
ジ
バ
ナ

（捩
花
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
に
在
る
こ
と
を

気
付
か
さ
れ
る
の
は

一
年
の
う
ち

の
こ
の
時
期
だ
け
で
す
。

○
　
小
さ
い
な
が
ら
ラ
ン
の

一
種

（ラ
ン
科
）
で
、
こ
の
花
の
特
徴
は

何
と
言

っ
て
も
、
螺
旋
形
の
花
の

付
き
方
に
あ
り
ま
す
。

○
　
そ
の
名
の
通
り
に
捩
れ
て
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
螺
旋
形
に
は

右
巻
き
と
左
巻
き
の
両
方
が
あ
り
、

右
巻
き
が
多
い
と
か
左
巻
き
が
多

い
と
か
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
ほ
ん

と
う
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

実
際
に
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
同
数
存
在
す
る
と
い
う
の

が
私
の
見
解
で
す
。

○
　
ネ
ジ
バ
ナ
の
別
名
を
モ
ジ
ズ
リ

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は

「信
夫
緩

摺

（し
の
ぶ
も
じ
ず
り
）
」
に
由

来
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
信
夫
捩

摺
と
い
う
の
は
、
陸
奥
国
信
夫
郡

（し
の
ぶ
ぐ
ん

。
現
在

の
福
島
市

あ
た
り
）
で
か
つ
て
作
ら
れ
た
、

ね
じ
れ
て
絡
ま

っ
た
よ
う
な
文
様

¨
麟

解

が

だ

頼

外

ゆ
え
に
乱
れ
む
と
思
ふ
我
な
ら
な

く
に
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。

〇
　
七
月
十
七
日
か
ら
の
三
連
体
に

を
利
用
し
て
北
ア
ル
プ
ス
の
徳
本

峠
を
訪
れ
ま
し
た
。
折
り
か
ら
、

北
陸
地
方
に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨

前
線
の
お
か
げ
で
、
絶
好
の
山
旅

と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
ヽ
あ

こ
が
れ
て
い
た
霞
沢
岳
に
も
行

っ

て
き
ま
し
た
。

〇
　
一
一泊
し
た
徳
本
峠
の
山
小
屋
は
、

今
で
も
ラ
ン
プ
し
か
使
わ
れ
て
お

ら
ず
、
古
い
風
情
と
静
か
な
た
た

ず
ま
い
に
、
山
屋
の
旅
情
を
誘
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

（Ｋ

・
Ｉ
）

は
同

躊

．
月
　
日

・
目
的
地

・
出
　
発

月

　

日

　

一

０

月

二

四

日

（
日

）

目
的
地
　
中
の
原
山
か
ら
立
羽
田

の
峠

へ

（玖
珠
町
）

出
　
発
　
午
前
五
時
サ

ニ
ー
発

※
　
い
ず
れ
の
山
行
も
ヤ
ブ
こ
ぎ
が

予
想
さ
れ
、
途
中
の
水
場
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ヤ
ブ
山
歩
き
の
服

装
と
、
十
分
な
水
を
準
備
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

人
月

一
日
に
実
施
す
る
予
定
で
し
た

今
年
の
青
少
年
体
験
登
山
は
、
台
風

一
〇
号
の
た
め
に
延
期
し
ま
し
た
が

あ
ら
た
に
次
の
通
り
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

．
月

　

日

　

入

月

二

二

日

（
日

）

・
集
　
合
　
大
分
駅
前
年
前
七
時
ま

で
。
出
発
七
時

一
〇
分

・
行
き
先
　
久
住
山

・
参
加
費
　
一昌
校
生
以
下
３
８
円

九
月
二
六
日

（
日
）

大
石
峠
か
ら

一
尺
人
寸

山

へ

（
日
田
市
と
山
国

町
境
）

サ

ニ
ー
午
前
五
時
発

…
日
本
山
岳

会
総
会

…
支
部
役
員

〈
‘́

…
第
四
班
分

水
嶺

…
支
部
役
員

△バ

ー
支
部
役
員

ム
〓

● ＼

〇
五
月

一
五
日

（水
）

〇
五
月
二
二
日

（土
）

〇
六
月
　
一二
日
ヽ
（水
）

〇
六
月

一
六
日

（水
）

〇
七
月
二
三
日

（金
）

○
　
梅
雨
の
間
は
自
い
花
で
し
め
ら

れ
て
い
た
野
山
に
は
、
梅
雨
明
け

と
と
も
に
色
々
な
あ
で
や
か
彩
り

の
花
に
替
わ
り
、
特
に
暑
さ
が
極

ま
る
に
つ
れ
、
赤
い
花
が
よ
く
目

に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
　
そ
ん
な
中
に
も
道
沿
い
の
山
林

に
よ
く
目
立

つ
の
が
ネ
ム
ノ
キ
で

す
。

「合
歓
木
」
と
書
き
ネ
ム
ノ

キ
と
読
ま
せ
、
ど
こ
か
風
情
を
秘

め
て
い
ま
す
。

①
　
ネ
ム
ノ
キ
に
関
し
て
有
名
な
芭

蕉
の
句
が
あ
り
ま
す
。
奥
の
細
道

の
申
で
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

象
潟

（き
さ
か
た
）
や

雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花

○
　
梅
雨
明
け
の
原
っ
ぱ
に
小
さ
な

―
・

‐

後

記
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